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鰺高生との意見交換会

　

７
月
18
日
、
町
議
会
で
は
「
み
ん
な
で
考
え
る
20
年
後
の
鰺
ヶ
沢
町
の
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
、
鰺
ヶ
沢
高
等
学
校
２
学
年
（
以
下
「
鰺
高
生
」
）
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

昨
年
、
町
議
会
は
鰺
ヶ
沢
町
高
校
生
模
擬
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
議
員

と
高
校
生
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
と
も
に
、
町
議

会
が
若
い
世
代
の
意
見
を
聞
き
、
そ
の
考
え
を
政
策
形
成
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

鰺
ヶ
沢
高
等
学
校
と
の
共
催
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

意
見
交
換
会
の
参
加
者
は
、

町
議
員
10
人
、
鰺
高
生
34
人
、

町
若
手
職
員
10
人
、
青
森
中

央
学
院
大
学
の
学
生
10
人
の

計
64
名
。

　

進
行
は
、
青
森
中
央
学
院

大
学
の
佐
藤
淳
准
教
授
が
務

め
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
長
谷
川
統
一
議

長
が
、
鰺
高
生
に
鰺
ヶ
沢
町

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
町

の
概
要
、
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
６
～
７
人
ず
つ
10

の
テ
ー
ブ
ル
で
テ
ー
マ
ご
と

に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
は
、
大
人
と
一
緒

に
、
自
分
の
住
む
町
、
学
校

生
活
を
過
ご
す
町
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
視
点
、
考
え
を
知
り
、
自

分
の
将
来
に
向
き
合
う
よ
い

機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

町
議
会
と
し
て
は
、
将
来

を
担
う
若
い
世
代
の
考
え
や

声
を
聞
く
こ
と
で
、
地
域
住

民
の
意
見
を
広
く
受
け
と
め
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
政
策

形
成
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
に
参
加
さ
れ

た
み
な
さ
ん
の
声
を
10
・
11

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

◎
高
校
生

・
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
必
要

な
こ
と
、
も
っ
と
良
い
町
に

す
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
、

自
分
の
将
来
に
大
き
く
関
わ

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

い
ろ
い
ろ
と
新
し
い
発
見

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
は
大
切
だ
と
気
づ

か
さ
れ
た
。

・
20
年
後
、
町
の
人
口
が
半

分
ほ
ど
に
な
る
と
聞
き
、
い

ろ
ん
な
所
か
ら
移
住
者
を
募

り
、
人
口
を
増
や
せ
ば
よ
い

と
考
え
、
鰺
ヶ
沢
の
情
報
発

信
を
よ
り
よ
く
し
て
い
か
な

い
と
移
住
者
は
増
え
な
い
と

思
う
。

・
残
念
な
こ
と
は
就
職
先
が

少
な
い
、
人
口
が
少
な
い
。

町
は
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、

人
口
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。

　

今
回
の
よ
う
な
意
見
交
換

会
を
増
や
せ
ば
地
域
で
の
交

流
が
増
え
る
と
思
う
。

・
こ
の
意
見
交
換
会
を
続
け

て
ほ
し
い
と
思
う
。
幅
広
い

年
齢
層
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
と
同
時
に
、
改
善

点
な
ど
を
考
え
る
こ
と
は
よ

り
い
い
町
に
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

・
残
念
な
こ
と
で
、
人
口
が

減
少
し
て
い
け
ば
、
町
の
伝

統
な
ど
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
人
口
を
ふ
や

す
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
た
。

・
普
段
議
員
の
方
々
が
ど
の

よ
う
な
話
を
し
て
い
る
か
分

か
っ
た
気
が
し
て
、
い
い
経

験
に
な
っ
た
。
大
学
生
と
も

交
流
で
き
、
年
齢
は
そ
れ
ほ

ど
離
れ
て
い
な
い
が
、
考
え

る
こ
と
や
意
見
な
ど
が
高
校

生
と
は
全
く
違
い
、
就
職
後

の
こ
と
ま
で
計
画
を
立
て
て

い
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。

参
加
者
か
ら
の
声

意見交換会

20年後の町の未来は

意見交換会は、席替えをしながらテーブルごとに話し合うワールドカフェ方式。
席替え後、テーブルに残った一人が、書かれた意見について紹介しています

山村開発センターで開催しました
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〇
議
員

・
高
校
生
は
私
た
ち
よ
り
も

鰺
ヶ
沢
の
良
い
所
、
残
念
な

所
を
見
て
い
て
自
分
の
考
え

も
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
。

　

目
標
、
夢
を
持
っ
て
話
を

し
て
く
れ
た
。
今
度
は
違
う

テ
ー
マ
で
も
や
っ
て
み
た
い
。

・
高
校
生
か
ら
の
感
想
で
将

来
の
あ
り
方
を
考
え
ら
れ
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ

た
。

　

若
い
人
の
考
え
や
意
見
を

良
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

た
。

□
職
員

・
県
内
に
残
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
生
徒
が
、
県
外
進
出

希
望
の
生
徒
よ
り
、
目
標
・

考
え
が
具
体
的
だ
と
感
じ
た
。

・
様
々
な
年
齢
層
と
の
意
見

交
換
は
楽
し
い
と
思
っ
た
。

自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
機

会
に
も
な
っ
た
。

・
町
外
の
生
徒
が
外
か
ら
の

視
点
で
良
い
所
・
悪
い
所
の

意
見
を
多
く
出
し
、
大
変
参

考
に
な
っ
た
。

◆
大
学
生

・
高
校
生
が
地
元
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

知
れ
て
よ
か
っ
た
。

・
様
々
な
年
代
の
考
え
方
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
高
校
生
が
家
族
、
先
生
以

外
の
大
人
と
話
す
い
い
機
会

だ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
場
を

増
や
す
と
高
校
生
も
勉
強
に

な
る
と
思
っ
た
。

・
高
校
生
は
目
標
や
や
り
た

い
こ
と
を
持
っ
て
い
て
、
県

内
就
職
を
考
え
て
い
る
人
が

多
か
っ
た
。
県
内
に
残
る
若

者
が
増
え
て
、
青
森
県
を
盛

り
あ
げ
れ
ば
と
思
っ
た
。

鰺高生 × 町議会

みんなで考える

・自然豊か（白神山地）　　　　　　 ・スキー場有名
・農水産物が豊富　　　　　　　　 ・外国人客ふえている
・海も山もあってうらやましい　　 ・特産品多い
・スポーツ有名（相撲・水泳・空手）　・わさお
・ヒラメのヅケ丼（３万食）　　　　 ・バスが安い（100円）

・優しい保育士 ・歯科衛生士 ・小説家 ・マンガ家 ・看護師
・隊長になる（自衛隊） ・ゲームクリエイター　・救急救命士

・結婚して子どもが２～３人ほしい　・農業をする　・県内に住み続ける　・安定した収入がほしい　
・優しい大人　・親を支える　・人助けができる大人　・自分の意見を言える人　・自立していけるような大人

・海が汚い　　　　　・町を離れる人が多い
・ごみが多い　　　　・ＰＲ 不足、ＰＲ が下手
・子どもが少ない　　・人口減少が進んでいる
・遊び場が少ない（高校生などが遊ぶところがない）
・バス、汽車の本数が少ない（五能線がすぐとまる）

誇りに思うこと

どんな大人になっていたいですか

残念に思うこと

＜テーマ＞
① 鰺ヶ沢町の誇りに思うこと、残念に

思うことは何ですか？

② ２０年後、どんな大人になっていた
いですか。

③ そんな２０年後が実現するために、
今取り組まなければならない一歩は
なんでしょうか。

　 大人に応援してほしいことは何です
か。大人が応援できることは何です
か。

▶ 意見交換会で書かれた模造紙は、役場３階議会事務局
前に掲示しています。

一つのテーブルに、議員・町職員・大学生が各１人、高校生3～４人が座り
それぞれの考え、意見を交わしました

将来について真剣に考えました


